（別紙２）その３
配置予定技術者について

工事名 ： 

　　　　　　　　　　　　商号又は名称：          　 　     　　　　

(1)従事経験等
	氏　　　　名
	

	職名
(該当する□に一箇所印を付すこと。)
	□監理技術者　　　　□主任技術者

	監理技術者資格者証

(保有する場合に記載すること。)
	交付年月日
	年　　月　　日

	
	登録番号
	

	法令による資格・免許

（公告で示す許可業種に要する資格を記載すること。）
	

	同種工事等の従事経験の概要
	工事名
	

	
	発注者名
	

	
	工事場所
	

	
	契約金額
	

	
	完成時期
（該当する□に一箇所印を付すこと。）
	□過去15年以内

□完成後15年超経過

	
	受注形態等

（該当する□に一箇所印を付すこと。）
	□単体 
□共同企業体（代表者）
（出資比率　　％）

□共同企業体（代表者以外の構成員）
（出資比率　　％）

	
	従事役職
（該当する役職について□に印を付するとともに、従事期間が当工事の工期の1/2以上又は未満について（ ）内の□のどちらかに印を付すること。）
	　 □監理技術者　　　　□主任技術者
□1/2以上　　　　　　□1/2以上

□1/2未満　　　　　　□1/2未満

　 □担当技術者　　　　□現場代理人
□1/2以上　　　　　　□1/2以上

□1/2未満　　　　　　□1/2未満

	
	工　事
概要等
	(例)施工延長
	　Ｌ＝○○ｍ

	
	
	(例)使用工法
	   □　△△工法　　□　その他

	兼任を予定している

工事等の有無（注６）

（各項目ごとに、該当する□に一箇所印を付すこと。）
	○他工事との兼任

□あり　　　　　　　　　　　　　□なし

　・発注機関：

　　　　　　　（監督員等名：　　　　　　　　　　　　　　）

　・工事名:

　・工事場所:

　・工事現場の間隔：　　　　　　　　　　　　　　km

　・請負金額：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

（契約前）□3,500万円以上　□3,500万円未満

　・工期：　　　年　月　日～　年　月　日

	
	○営業所の専任技術者との兼任

□あり　　　　　　　　□なし

	兼任に係る県確認欄
	確認日：　　　年　月　日

兼任工事発注者：


注１　共通事項１(11)に掲げる要件をすべて満たす配置予定技術者（このうち、従事経験については、愛媛県内におけるものに限り、評価項目等(3)に掲げる同種･類似工事に該当する工事の従事経験がある場合は、当該従事経験）について記載すること。

　２　工事場所は、市町村名まで記載すること。

　３　完成時期の項は、開札日から起算しての年数とする。
　４　受注形態等の(　)内は、共同企業体における自己の出資比率を記載すること。
５　入札説明書８(８)に掲げるところに従い、追加資料の提出を求められた者については、別途指定する日時までに速やかに、監理（主任）技術者の資格等（請負予定金額3,500万円以上（建築一式工事にあっては7,000万円以上）の場合は３ヶ月以上の恒常的な雇用関係を含む。）及び従事経験を証する書類を提出すること。
　６　建設業法施行令第27条第２項の規定により、配置予定技術者の兼任を予定

している場合は、兼任を予定している工事等の有無の項に、当該工事の概要
を記載すること。
　　＜兼任を予定している工事等の有無の項の記載例＞

　　・発注機関：○○市（担当課：△△課　089-***-****）

　　　　　　　（監督員等名：○○　○○）

　　・工事名：市道△△線道路改修工事

　　・工事場所：○○市△△町□□番地先

　　・工事現場の間隔：○.○km

　　・請負金額：　　　　　円

　　　（契約前）□3,500万円以上　□3,500万円未満

　　　　　　　　　　（契約済みの場合は、請負金額を記載すること。）

　　　　　　　　　　（契約前の場合は、該当する□に印を付すこと。）

　　・工期：●●○年△月□日～○年□月△日

　７　兼任に係る県確認欄の項は、応札者において記載する必要はない。

　８　兼任を認めない工事の場合は、兼任を予定している工事等の有無及び兼任
　　に係る県確認欄の項は記載不要とする。

(2) 継続学習（ＣＰＤ）
	ＣＰＤの取得単位数
	　　　　　ユニット


注　入札説明書８(８)に掲げるところに従い、追加資料の提出を求められた者については、別途指定する日時までに速やかに、（一社）全国土木施工管理技士会連合会、（公社）日本技術士会、（公社）日本建築士会連合会又は建築設備士関係団体ＣＰＤ協議会が発行するＣＰＤに係る証明書を提出すること。
　　ただし、証明書は、証明日が開札日から起算して過去１年以内のものに限る。

証明書の証明日から起算して過去５年間の取得単位数の累計を記載すること。
【Ａ等級対象工事の場合】

(3) 若手技術者等

	若手技術者等（35歳未満）の現場への配置
（該当する□に一箇所印を付すこと。）
	□30歳未満を担当技術者として配置

□35歳未満を担当技術者として配置

□30歳未満を現場代理人として配置

□35歳未満を現場代理人として配置

□配置なし

	配置予定の

若手技術者等氏名
	生　年　月　日
	年齢

（開札日時点）

	
	年　　月　　日
	歳　

	
	年　　月　　日
	歳　

	
	年　　月　　日
	歳　


注１　若手技術者等は、開札日において35歳未満であることを書類により確認できるものであること。　

　２　担当技術者及び現場代理人が35歳未満の場合、担当技術者のいずれか（30歳未満又は35歳未満）に印を付すこと。

　３　配置する場合は、配置予定の若手技術者等氏名、生年月日、年齢を記載すること。（候補者は複数記載可能であるが、30歳以上の者を含んだ場合は、上記の記載に関わらず「35歳未満」として評価する。）

４　入札説明書８(８)に掲げるところに従い、追加資料の提出を求められた者については、別途指定する日時までに速やかに、配置予定の若手技術者等が開札日において35歳未満であることを証する書類を提出すること。（若手技術者等の追加資料であることを提出資料に明記すること。）

入札参加資格及び総合評価における同種・類似工事の従事経験として求める内容を記載すること。








